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学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
増 渕 裕 朗   印 
 
（学位論文のタイトル） 
Reduced transient receptor potential vanilloid 2 expression in alveolar macrophages causes COPD in mice 
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【結果】 







られた．また，TRPV2 KO マウスにも喫煙をさせたところ，同じ期間の喫煙でも肺胞径の拡大はwild typeよ
りも大きい傾向にあり，TRPV2の欠損によって，COPDの形成が早まっていることが示唆された． 
 
【結語】 
喫煙によって肺胞マクロファージのTRPV2発現，および貪食能が低下していることが確認された．また，TR
PV2を抑制することでも貪食能の低下が見られていたことから，TRPV2の発現低下は単独で貪食能の低下を引
き起こしていることが示された．喫煙による影響は様々であるが，その中の一つとしてTRPV2の発現低下が貪
食能の低下の原因となり、COPDの形成に要因の一つとなっていることが示唆された．また，TRPV2の欠損が
喫煙に対する感受性を増加させている可能性が考えられた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
